
レンブラント「目をつぶされるサ
ムソン」：親密さと裏切り

鈴木繁夫



• レンブラント「サムソンとダリラ」（1636年）



女性が手に
持っているも
のは何か

(1)左手

髪の毛

(2)右手

はさみ



誰の髪の毛か？

• 夫・サムソン

• 「彼はソレクの谷にいるデリラという女を愛す
るようになった。ペリシテ人の領主たちは彼女
のところに上って来て言った。「サムソンをうま
く言いくるめて、その怪力がどこに秘められて
いるのか、どうすれば彼を打ち負かし、縛り上
げて苦しめることができるのか、探ってくれ。
そうすれば、我々は一人一人お前に銀千百
枚を与えよう。」（「士師記」16章4-5節）



サムソンの嘘

• 「乾いていない新しい弓弦七本で縛ればいい。
そうすればわたしは弱くなり、並の人間のよう
になってしまう。 」

• 「まだ一度も使ったことのない新しい縄でしっ
かりと縛れば、わたしは弱くなり、並の人間の
ようになってしまう。」

• 「わたしの髪の毛七房を機の縦糸と共に織り
込めばいいのだ。」



欺瞞と愛の確証

• 愛の確証

– 「あなたの心はわたしにはないのに、どうしてお
前を愛しているなどと言えるのですか。もう三回も
あなたはわたしを侮り、怪力がどこに潜んでいる
のか教えてくださらなかった。」



女の弱さ：好奇心

• 女性のしつこさ

– 来る日も来る日も彼女がこう言ってしつこく迫った
ので、サムソンはそれに耐えきれず死にそうにな
り、ついに心の中を一切打ち明けた。



男の弱さ：誠実さへの忠実

• 告白

– 「わたしは母の胎内にいたときからナジル人とし
て神にささげられているので、頭にかみそりを当
てたことがない。もし髪の毛をそられたら、わたし
の力は抜けて、わたしは弱くなり、並の人間のよ
うになってしまう。」



女性が手に
持っているも
のは何か

(1)左手

髪の毛

(2)右手

はさみ



女性の裏切り

• 「彼女は膝を枕にサムソンを眠らせ、人を呼
んで、彼の髪の毛七房をそらせた。彼女はこ
うして彼を抑え始め、彼の力は抜けた。」

秘密を守れない



ルーベンス

「サムソン
とダリラ」

（1609-10）





はさみ

ホーグスト
ラテン

「静物」
1666年



羊毛ハサミ sheepshear
「彼女は私のすべての尊
い羊毛を、おとなしい
去勢羊の毛を刈るよう
に刈りとりました。」

（ミルトン『闘技士サムソン』537-
38行）



クラナッハ「サムソン
とダリラ」1529-30
年頃



サムソンの恋

女性の魅力に屈服す
る。

↓
魅力の源：



妹の力

• 妹＝近しい間柄の女性への呼称

• 女性がもつ霊力→男性を引きつけ陥れる力

• Femme fatale ファム・フェタール

– 美貌・色気・しつこさにより男を誘惑。



レンブラント

• 肖像画家

• 結婚歴

– サスキア（画商の娘、
資産家）

• 45年死亡

– 女中との関係

• ヘールト（精神病院）

• ヘンドリッキェ（20歳違い）



レンブラント

「サスキアといる自画
像」1635年

夫から
妻への
親密さ



夫から
妻への
親密さ

ゲラルド・ドンク「コルネリウス・ダマスズ・ファン・デル・グラフトとその妻」1635年



夫から妻への
親密さ

バルトロメウス・ファン・デルヘルスト「夫婦の肖像画」1661年



親密さの裏切り

• 意味不明の表情

↓
• 一義的意味づけがない

↓

• 不可視の内面



レンブラント

「バテシ
バ」1654
年

不可視
の内面



了解不可能性が高まる

「 『いったい何を考えているんだ』というのが、声

には出さないし、答えられそうな人に尋ねるわ
けではないが、結婚していて一番よく自問自答
することだ。嵐の雲のように誰の結婚でも覆っ
ているのは、 『お前、何を考えているんだ』、『お
前、何者なんだ』、『僕達互いに何をしてきたん

だ』、『これから何をするんだ』という自問自答
だ」。
（Gone Girl: 5年目の結婚記念日に、ダンの個人的述懐）



• レンブラント「サムソンとダリラ」（1636年）



• レンブラント「サムソンとダリラ」（1636年）

(1)上半身裸の

男性は何をさ
れようとして
いるのか。

(2)右手と左手

はどこにある
か。



• レンブラント「サムソンとダリラ」（1636年）

(1)上半身裸の

男性は何をさ
れようとして
いるのか。

目をえぐられる

盲目



裏切りと劇的場面

• 「彼女が、「サムソン、ペリシテ人があなたに」
と言うと、サムソンは眠りから覚め、「いつもの
ように出て行って暴れて来る」と言ったが、主
が彼を離れられたことには気づいていなかっ
た。ペリシテ人は彼を捕らえ、目をえぐり出し
た。」

• 盲目→外面の不可視



盲目（外面不可視）への関心

レンブラント「ホメーロ
ス胸像に触れるア
リストテレス」

外面不可視による
内的なものの可視
化



盲目（外面不可視）への関心

レンブラント
「ヨセフの
子供たち
を祝福す
るヤコ
ブ」



• レンブラント「サムソンとダリラ」（1636年）

(2)右手と左手

はどこにある
か。



• レンブラント「サムソンとダリラ」（1636年）

(2)もがいてい
る

↓
苦しみの表出



可視の外面（髪切り） vs
不可視の内面（裏切り？ 誠実？）

不可視の外面（盲目） vs
可視の内面（苦しみ）



可視（自内省）と不可視（肉眼）

振る舞いが
内心と一致

振る舞いが
内心と一致

振る舞いが
内心と不一致

振る舞いが
内心と不一致

誠
実

裏
切
り

対
自
己

対
他



可視（自内省）と不可視（肉眼）

振る舞いが
内心と一致

振る舞いが
内心と一致

振る舞いが
内心と不一致

振る舞いが
内心と不一致

誠
実

裏
切
り

対
自
己

対
他

詐術欺瞞

正直誠意



演技する人間

振る舞いが
内心と一致

振る舞いが
内心と一致

振る舞いが
内心と不一致

振る舞いが
内心と不一致

誠
実

裏
切
り

対
自
己

対
他

詐術欺瞞

正直誠意



自我と私

• ＜自分の自我＞

– さまざまな役割を演じているさまざまな自我

• ＜究極の私＞

– さまざまな＜自分の自我＞の奥底にある。

究極の私



私の誠実さ

• 誠実

– ＜究極の私＞は、誠実な人間の役割を演じる＜
自分の自我＞を誠実に演技する。

究極の私



演技は不誠実

• 誠実の演技は演技であるため、誠実はほん
ものではない。

究極の私



世界＝劇場

劇団四季「サウンド・オブ・ミュージック」

舞台 劇場

役者 観客

世界

私 他人

内心 私



「全世界は舞台
だ。男も女も
皆そこの役者
にすぎない。」

（シェイクスピア『お
気に召すまま』）

ジェイクイーズ
（憂鬱タイプの
人間）のセリフ



• 「ひとは演技以外にやりようがない。選択の
余地はどの役割を選ぶかということだけ。」

（エリック・ベントリー）



演技＝（不）誠実

• 誠実の演技は演技であるため、誠実はほん
ものではない? 演技以外はできない

究極の私



サムソンの演技＝超誠実

• 誠実の演技は演技であるため、誠実はほん
ものではない? 演技のみできる

究極の私



サムソンの誠実

1. 現社会は虚偽の公言、建前で腐敗堕落

2. 誠実であり得る才能への誇り

3. 不快な真実を率直に語り続ける

4. 自分には語るべき(神の言葉)があるという確
信

(1)自分の経験の真実

(2)自分は蒙を啓かれているのだという確信



ダリラの演技＝（不）誠実

• 誠実の演技は演技であるため、誠実はほん
ものではない? 複数の演技を使い分ける

究極の私



どこに内心が？振る舞いは一致？

振る舞いが 内
心と不一致？

振る舞いが 内
心と一致



ダリラの演技＝（不）誠実

• 誠実の演技は演技であるため、誠実はほん
ものではない? 複数の演技を使い分ける

究極の私




	レンブラント「目をつぶされるサムソン」：親密さと裏切り
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	誰の髪の毛か？
	サムソンの嘘
	欺瞞と愛の確証
	女の弱さ：好奇心
	男の弱さ：誠実さへの忠実
	スライド番号 9
	女性の裏切り
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	はさみ
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	サムソンの恋
	妹の力
	レンブラント
	スライド番号 19
	夫から妻への親密さ
	夫から妻への親密さ
	親密さの裏切り
	スライド番号 23
	了解不可能性が高まる
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	裏切りと劇的場面
	盲目（外面不可視）への関心
	盲目（外面不可視）への関心
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	可視の外面（髪切り）　vs　�不可視の内面（裏切り？　誠実？）
	可視（自内省）と不可視（肉眼）
	可視（自内省）と不可視（肉眼）
	演技する人間
	自我と私
	私の誠実さ
	演技は不誠実
	世界＝劇場
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	演技＝（不）誠実
	サムソンの演技＝超誠実
	サムソンの誠実
	ダリラの演技＝（不）誠実
	どこに内心が？振る舞いは一致？
	ダリラの演技＝（不）誠実
	スライド番号 49
	親密さの宿命
	貫く親密さ
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	世界／劇場
	世界劇場テアトルム・ムンデイ
	スライド番号 58
	世界／劇場
	内心はつかめない
	親密さ
	ミルトン：結婚
	夫婦の親密さ：信頼と献身
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	自然法学者の結婚観
	三種の王器
	職杖
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	結婚の様態と機能
	貞淑と不貞：カトリックのバランス
	性的交わりへの喜びが排除



